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世界の果てまでシッテQ～スリランカ編～

氏　　名 ： 横矢　清人
担当教科 ： 全教科
時 間 数 ： 10時間

学 校 名 ： 広島市立落合小学校
実践教科 ：  総合的な学習の時間
対象学年 ： 第6学年
人　　数 ： 76人（学年）

【1】単元のテーマ・目標

　スリランカの文化や人々の暮らし、考えなどに体験的に触れることや、スリランカや日本が抱える問題や課題
について考えることを通して、他の国々への興味関心を広げ、自分自身の生活を振り返ったり、世界の国々の問
題や課題に目を向け、自分たちにできることを考えたりする態度を養う。

【2】単元の評価規準例

( ア ) 関心・意欲・態度
スリランカに関心を持つとともに、世界の他の国々にも目を向け、
自ら調べようとする。

( イ ) 思考・判断・表現
経験や知識を生かし、スリランカや日本の抱える問題や課題につい
て SDGs を用いて考えることができる。

( ウ ) 技能 写真や資料から目的に合った情報を取り出すことができる。

( エ ) 知識・理解
スリランカの文化や人々の暮らし、考え方などを理解するとともに、
スリランカの問題や課題について知る。
SDGs の目的や意味について理解することができる。

【3】単元設定の理由

〈児童観〉
　本学年の児童は、4月に広島市の取組である「ピースサミット作
文2018」を書くために平和学習を行い、活動の中で、平和のため
には「お互いの国々を知ること」が大切だと考えた。そこで、本年
度の総合的な学習の時間では、「世界の果てまでシッテQ」をテー
マに世界の国々について学んでいくこととした。夏休み前までに
は、自分の調べたい国についてテーマを決めて調べる活動を行って
いる。しかし、その際はただ自分が興味のあることや楽しそうなこ
となどを調べるだけで、児童は日本も含め世界の国々が抱えている
問題や課題には目を向けられていなかった。
　そこで、この「世界の果てまでシッテQ～スリランカ編～」を通
して、スリランカや日本が抱える問題や課題について考えさせ、
「世界の国々はどうなのか？」という新たな問いを児童の中から引
き出し、世界の国々の問題や課題に目を向けさせるきっかけとして
いきたい。

総合的な学習の時間オリエンテーションの
際に行った外国の遊びを楽しむ様子

自分の調べたい国について、調べる内容を
イメージマップを使って決めている様子
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〈教材観〉
〇「スリランカード」
　スリランカードはスリランカに関する資料や写真を4～5枚に分割
して、それをランダムに児童に配付する。配られた児童は、同じ資
料や写真を持った友達を見つけてグループを作り、1つの資料や写
真から気付いたことを出し合い、スリランカの情報や日本とのつな
がりについて考えていく。
　児童の興味関心を高め、活動に意欲的に取り組ませることや教師
側から教えてしまいがちな基本的な情報（スリランカは紅茶やカ
レーが有名、ジャヤワルダナ氏についてなど）を児童から引き出す
ことのできる、参加型学習に適した教材である。

〇「スリランカ体験ツアー」
　「食べ物」「生活文化」「スポーツ」の3つのブースでスリラン
カについて体験的に学ぶための活動である。

　「食べ物」ブースでは、紅茶やミルクトフィーを飲食したり、ス
リランカのカレーを盛り付け日本のカレーと比較したり、数種類の
スパイスを展示して匂いを嗅いだりする活動を行う。また、スリラ
ンカの伝統的なお菓子やスリランカ料理には欠かせないココナッツ
について説明をする。

　「生活文化」ブースでは、クイズラリー形式でスリランカの生活
や伝統、言葉などについての17問の問題を解く活動を行う。クイズ
にはスリランカの地名を記しており、クイズに答えたら「スリラン
カMAP」にSDGｓシールを貼らせるようにする。

　「スポーツ」ブースでは、スリランカで有名なクリケットを簡略
化して行う。最初にクリケットについての説明をして、投打に分か
れて1アウト交代もしくは1ヒット交代で実際に行っていく。

　「スリランカ体験ツアー」は、スリランカの文化を五感を使って
体験する中で、児童のスリランカに対する関心を高めるとともに、
疑問や問題点を引き出すのに適した活動である。

〇「SDGsパズル」
　世界の国々の問題や課題について書かれた「問題カード」を、対
応するSDGsのロゴが書かれた台紙の上に置いていく。すべて正解
の場所に置いていれば、ひっくり返したときに日本に関する写真に
なる。（この2枚の写真は次時の授業で扱う）
　「SDGsパズル」は、世界にどのような問題や課題が存在するの
かを知るとともに、SDGsの17個の目標を把握するのに適した教材
である。

「スリランカード」の写真から気付いたこ
とを話し合う様子

「味わってみよう！食体験」ブース

「解いてみよう！生活クイズ体験」ブース

「やってみよう！スポーツ体験」ブース

「SDGsパズル」を行う様子
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〇「比較シート／SDGsシール」
　「比較シート」はスリランカと日本の抱える問題や課題をまと
め、比べやすくするためのシートである。スリランカ、日本それぞ
れの問題や課題を学習した後、SDGsの中でその国が達成できてい
ない目標のSDGsシールを貼らせる。
　「比較シート」や「SDGsシール」を用いてスリランカ、日本の
問題を比べることで、問題や課題を一般化することができ、世界の
国々とも比べやすくなる。

〈指導観〉
　本単元は2次に分けて単元構成を考えた。
　第一次では、ジャヤワルダナ氏の功績から馴染みのないスリランカと日本の深いつながりについて学習させ
る。その際、「スリランカード」を用いて児童自らスリランカの特色や日本とのつながりに気付けるようにす
る。また、ジャヤワルダナ氏について知ったことを学習発表会で発表し、保護者や地域に紹介する機会を作る。
　第二次では、スリランカについてさらに知りたいことをグループで交流させ、そこで出てきた「食べ物」「ス
ポーツ」「生活・文化」に関する疑問や興味を「スリランカ体験ツアー」を通して体験させていく。ここでは、
スリランカで自分自身が体験してきたことをもとにそれぞれのブースを作るようにする。その際、ICT機器を活
用しスリランカで撮影した映像を見ることができるようにして疑似体験させたり、カレーに使われているスパイ
スを五感で比べたり、ルールを簡略化して「クリケット」を行わせたりする。この体験活動を通して、スリラン
カの魅力や良さを感じさせるとともに、児童から疑問やスリランカの問題点を引き出していく。次時では、スリ
ランカの問題や課題を写真から考えさせ『SDGｓ』を用いて整理させていく。同様に、日本の問題や課題につ
いても地域にある店や風景の写真から考えさせ、『SDGｓ』を用いて整理させていくことで、スリランカと日
本を比較しやすくする。

【4】展開計画（全10時間）

時 テーマ・ねらい 活動・内容 使用教材

1 「『 謎 解 き！ ス リ ラ ン カ ー
ド』を使って、スリランカに
ついて知ろう」

◎ スリランカの基本的なこと
について知るとともに、
ジャヤワルダナ氏のことを
通して、日本とスリランカ
のつながりを知る

（1） スリランカの基本的なことについて
知る

（2） グループごとに配られた『スリラン
カード（スリランカに関する写真や
資料）』から情報を読み取る

（3） 全体交流で、それぞれの『スリランカー
ド』を関連付けて、スリランカと日
本のつながりについて考える

（4） ジャヤワルダナ氏を紹介し、スリラ
ンカと日本の深いつながりを知る

・パワーポイント
・『スリランカード』

２ 「日本とスリランカのつなが
りを伝えよう」

◎ 学習発表会で、ジャヤワル
ダナ氏について学習したこ
とを伝える

（1） 保護者や地域の方々に向けて、総合
的な学習の時間で学習したことを発
表する

児童が書いた「比較シート」
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時 テーマ・ねらい 活動・内容 使用教材

３ 「スリランカの『○○につい
てもっと知りたい！！』を話
し合おう」

◎ これまで学習したことか
ら、スリランカについてさ
らに知りたいことを出し合
い、交流することができる

（1） 学習発表会で発表したジャヤワルダ
ナ氏について振り返る

（2） 付箋紙にスリランカについてさらに知
りたいと思うことを個人で書き出す

（3） グループごとに交流し、付箋紙を分
類整理する

（4）次時の予告を聞く

・付箋
・台紙
・ジャヤワルダナ氏の写真

4・5 「スリランカを五感で感じる
『体験ツアー』」

◎ スリランカの文化を体験
し、他国の文化の良さや日
本との違いに気付くことが
できる

（1）学年全体で、ルール説明を聞く
（2） グループごとに3つ【食べ物ブース（家

庭科室）、スポーツブース（グラウン
ド）、生活クイズブース（体育館）】
の体験を行う。【資料１】

（3） 体験を通して感じたことや考えたこ
とをグループや学年全体で交流する

・体験ツアー
・スリランカ MAP

6・7 「スリランカには、どのよう
な問題や課題があるのだろう
か？」

◎ 写真からスリランカの抱え
る問題や課題に気付き、グ
ループで交流し合う中で、
その原因ついて考えること
ができる

（1）前時の振り返りから、学習課題を作る
（2） 提示された写真【資料２】を 5 つに

分類整理し、タイトルを付ける
（3） それぞれの写真について教師からの

解説を聞き、５つの問題・課題の原
因について考える

（4）全体で交流する
（5）『SDGs』について紹介する

・スリランカの写真
・ 「SDGs」 の 説 明 用 パ

ワーポイント
・課題発見シート

8 「SDGs について詳しく知
り、スリランカの問題や課題
をまとめよう」

◎ スリランカの抱える問題や
課題を「SDGs」を使って
整理し、発展途上国が多く
の課題を抱えていることに
気付くことができる

（1） 「SDGs パズル」を用いて、SDGs の
目標について詳しく知る

（2） スリランカの抱える問題課題を「比
較シート」に SDGs シールを貼って
整理する

（3）振り返りを行う

・比較シート
・SDGs パズル

9
本時

「日本にはどのような問題や
課題があるのだろうか？」

◎ 日本の抱える課題や問題
を「SDGs」を用いて整理
し、発展途上国だけでなく
先進国にも様々な問題や課
題があることに気付くこと
ができる

（1） 写真【資料３】から読み取れる日本
の課題についてグループで話し合う

（2）全体で交流する
（3） 全体交流で出た考えを整理し、見出

しを付ける。
（4） 「比較シート」に SDGs を使って日

本の問題や課題をまとめる

・日本（地域など）の写真
・付箋
・比較シート
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時 テーマ・ねらい 活動・内容 使用教材

10 「『先進国』と『発展途上国』
を比べて、気付いたことを交
流しよう」

◎ 「SDGs」を使ってスリラ
ンカと日本を比べ、先進
国・発展途上国どちらにも
問題や課題があることに気
付き、他の国にも問題や課
題があるのか関心を持つ

（1） 個人で考えたスリランカと日本の
SDGs の達成状況を班ごとに交流する

（2） SDGs でスリランカと日本を比べて
気付いたことを書く。

（3）全体交流を行う

・比較シート

次単元 「世界の果てまでシッテ Q ～世界の国々編～」
①　自分が調べていた国について、SDGs の観点から再度調べていく
②　世界の国々にはどの国にも問題や課題があることに気付く
③　世界の国々が抱える問題や課題を解決するために、今の自分たちにできることはないかを考える
④　世界の国々が抱える問題や課題を解決するために、ユニセフ募金活動（仮）を行う

【5】本時の展開
過程
時間 学習活動 指導上の留意点（支援） 資料（教材）

導入

（5 分）

展開

（30分）

1．前時の振り返りを行う。

2．本時の学習課題を把握する。

3 ．写真から読み取れる日本の課題
についてグループで話し合う。

〈子どもから出てきた日本の課題〉
・少子高齢化社会
・自然災害
・輸入依存、自給率の低下
・二酸化炭素による地球温暖化、
・生活習慣病
・貧困、格差社会

4．全体で交流する。

〇 スリランカにはどのような課題や問題
があったかを想起させる。

〇 日本が「先進国」ということを押さえ、
日本を先進国の一つとして一般化して
考えられるようにする。

〇 グループごとに違う写真を提示し、話
し合わせるようにする。

〇 写真は児童の身近なところを題材に撮
り、興味関心を高められるようにする。

〇 課題だと思ったことを付箋に書き出さ
せ、写真に貼らせるようにする。

〇 発表はグループごとではなく、個別に
発表させ、意見をつなげられるように
する。

〇 児童から出てきた意見を観点ごとに整
理して板書する。

・課題発見シート

・ 日本（地域など）
の写真

・付箋

日本にはどのような問題や課題があるのだろうか？
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まとめ

（10分）

5． 「比較シート」に SDGs を使っ
て日本の問題や課題をまとめる。

6． 振り返りを行い、次時の予告を
聞く。

〇 問題・課題を出し合ったあと、それぞ
れの問題の見出しを付けさせるように
する。

〇 スリランカのときと同じように、比較
シートに日本の問題や課題を SDGs
シールを使ってまとめさせる。

〇 次の時間には、これまで書きためた「比
較シート」を使って、日本とスリラン
カを比較することを伝える。

・比較シート
・SDGs シール

・ 学習の道標～ス
リランカ編～（振
り返り）

【授業実践の様子】

【6】本時の振返り

　前時までに発展途上国であるスリランカの問題や課題について考え、SDGsを用いてまとめる学習を行った。そ
の学習の振り返りから出てきた「先進国である日本はどうなのだろう？」という疑問を解決していくための時間と
して本時を設定した。
　前時にSDGsについて詳しく知る活動を取り入れていたことで、子どもたちは写真から日本の問題や課題をス
ムーズに考えることができたように思う。また、10枚の身近な地域や風景の写真を使い、日本の抱える問題や課
題を見付けさせるようにしたことで、子どもたちは意欲的に考えることができた。本時では写真を各グループに
2枚ずつしか配らなかった。そうすることで、全体交流の際にそれぞれのグループで出てきた意見を比較し、共通
点や相違点を見付けようとする姿も見られ、全体交流する必然性が生まれた。これまで他教科で学習したことや
ニュースなどで取り入れた知識を生かして日本の問題や課題を見付けようとする姿も見られ、教科で身に付けた
力を活用することができていた。
　ただ、活動内容が多く、時間内に収まりきらなかったので、活動を精選するか２時間扱いとして設定するなどの
工夫が必要であった。

2枚の写真でフォトランゲージ
を行い、日本の課題について
班で交流している様子

班で話し合った日本の問題や課題に
ついて全体交流している様子

板書の様子
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【7】単元を通した児童生徒の反応／変化

〈児童の振り返り〉
〇第１時

 
　「スリランカード」で様々な写真や資料から、スリランカやジャヤワルダナ氏について学習したことで、ジャ
ヤワルダナ氏への感謝の気持ちを述べたり、ジャヤワルダナ氏が日本のためにしたことを伝えていこうとしたり
する記述が見られた。また、「スリランカード」での活動を通して、複数の資料を関連付けて考えていく良さを
感じる児童も多くいた。

〇第4・5時

　「スリランカ体験ツアー」を通して、スリランカの良さや新たな日本とのつながりに気付く記述が見られた。
また、食べ物ブースや生活文化クイズブースの活動内容から、スリランカの人々の生活における問題点について
記述する児童もいた。
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〇第6・7時

　スリランカという国に対する考え方が「楽しい国」「面白そうな国」から「多くの問題や課題を抱えている
国」へと変容している記述が多く見られた。また、スリランカの将来を心配し「このまま生きていくと先はもっ
とひどいことが待っている」と考え、持続可能な社会の必要性を感じている児童もいた。

〇第８時

　スリランカの問題や課題についてSDGｓを使ってまとめたことで、「日本はどうなのだろう？」という疑問
が生まれ、次時の学習への意欲が高まっている様子が見られた。

〇第9時（本時）
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　日本にも多くの課題や問題があることに気付き、驚いている振り返りが多く、児童の「日本」という国に対す
る考えの変容が見られた。また、SDGｓを使ってまとめた際に、原因や背景の着目し先進国ならではの問題や
課題があるのではないかと考える児童もいた。

〇第10時

　「先進国」「発展途上国」として日本やスリランカの問題や課題を比較することで、日本、スリランカを世界
の中の一つの国として考え、「世界の他の国々はどうなのか」と世界の国々に目を向ける児童が多くいた。ま
た、「発展途上国だからおくれているわけではない」という児童の言葉が見られたことから、先進国や発展途上
国という国に対する考え方やイメージの変容が見られた。

【単元を通し変容した生徒の態度や学習意欲】



66

　スリランカの体験的な活動で日本との意外なつながりや日本とは異なる文化に触れたことで、スリランカとい
う国を身近に感じ、親しみや関心を持っている記述が多く見られた。また、スリランカの抱える問題や課題を日
本の問題や課題と比較し、共通した問題や課題を抱えていることに気付いている児童もいた。「スリランカ体験
ツアー」を通して、スリランカの文化の良さや楽しさを感じた児童は、単元の学習からスリランカの負の側面
（問題や課題）にも目を向けるようになった。

　スリランカの問題や課題に注目し、スリランカのためにできることを考えている児童が見られた。また、
「SDGｓ」が世界の国々にとって必要なものであるということを感じ、他の国々の問題や課題についても調べ
ようとする記述が見られた。
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　スリランカや日本の抱える問題や課題に触れる中で、自分自身の生活の仕方や日本の在り方について考えてい
る児童もいた。「SDGs」を用いたことで、スリランカや日本だけでなく世界の国々にも多くの問題や課題があ
るのではないかと考え、世界の国々に目を向けようとしている様子が見られた。

【8】自己評価

1．苦労した点
　「SDGs」をどのように学習に取り込んでいくかが一番難しく悩んだところであった。また、「SDGs」自体
の捉えが難しいため、子どもたちにどのように教え理解させていけばいいのか、その指導の工夫に苦労した。ど
うしてもそれぞれの国の問題や課題に目を向けると「発展途上国＜先進国」という固定観念を生み出しかねない
と考えたので、単元の前半ではスリランカの良さや面白さを味わえる体験的な活動を取り入れ、後半では、先進
国にも多くの問題や課題があるということを捉えられるように「SDGs」を日本との比較の中で活用するように
した。しかし、そのような単元の流れにしたことで、1時間当たりの活動が増え、結果的に単元全体での授業時
数が多くなってしまった。

2．改善点
・ 1時間当たりの活動量が多く、時間内に収まりきらないこともあったので、もう少し長いスパンで計画的に指

導計画を立てていく必要がある。
・ 今回はSDGsをスリランカの問題や課題について学習した後に紹介したが、単元序盤でSDGsを扱うことで、

問題や課題に目が向きやすくなり、スリランカの写真を使ったフォトランゲージでさらに多くの意見が出るよ
うになると思う。

・ 第10時の際に、「発展途上国（スリランカ）より先進国（日本）の方が問題や課題が多い」と考える児童が
いたので、比較シートに貼らせたSDGsシールについて全体交流で十分に検討させる必要があった。

・ 第10時のまとめの際に、児童の意見を引き出し、「この単元で出てきたそれぞれの国の問題や課題はその国
の問題や課題のごく一部である」ということをしっかりと押さえるべきだった。

3．成果が出た点
　スリランカ、日本の問題や課題をSDGsを使ってまとめたことで、児童が自然な流れで「世界の国々にはどん
な問題や課題があるのだろうか」と考えさせることができたことは大きな成果だった。
　また、単元の流れの中では扱いにくかった「ジャヤワルダナ氏」については単元の導入として活用したこと
で、児童が日本とスリランカのつながりについて驚きを持って学習することができ、そのことが以降の学習への
意欲へとつながった。
　何より単元を通して学力的に低位の児童が意欲的に学習に取り組む様子が見られたことは一番の成果だった。
本単元で行った、『必要な情報を写真や資料から読み取り、そこから自分の考えをもち交流する』という流れ
は、これまでの各教科で培った力を活かせただけでなく、今後の他教科での学習にも生かさせるにちがいない。
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【参考資料】

<書籍>
・2017年度　JICA中国 教師海外研修（スリランカ）授業実践報告書
・2016年度　JICA中国 教師海外研修（ラオス）授業実践報告書

<Webサイト>
・毎日新聞記事「広島土砂災害3年あの日を胸に刻んで…犠牲者77人追悼」
　（https://mainichi.jp/graphs/20170820/hpj/00m/040/003000g/9）
・「広島土砂災害ボランティア」
　（https://s.webry.info/sp/ds2life.at.webry.info/201408/article_5.html） 
・yahooニュース「年末年始の相談先一覧」
　（https://news.yahoo.co.jp/byline/ohnishiren/20141219-00041653/）
・日本農業新聞「結んで開いて第二部」（https://www.agrinews.co.jp/p45453.html）
・AFP「ごみをあさる「国の宝」のゾウ、多くは病気に スリランカ」
・AFP「豪雨災害のスリランカに各国から救援物資 死者は202人に」
・AFP「スリランカ豪雨災害、死者164人に 依然104人不明」（http://www.afpbb.com/articles）
・PHOTOHITO（http://photohito.com/photo/7078917/）
・国際連合広報センター
　（ http://www.unic.or . jp/act iv i t ies/economic_social_development/sustainable_

development/2030agenda/）

【資料１】「スリランカ体験ツアー」～生活クイズブース～
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【資料２】6・7時で使用したスリランカに関する写真
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【資料３】第９時で使用した日本の写真



参考資料：「総合的な学習の時間 オリエ
ンテーション」

1

世界の国々について深く知って、
君たちの力で発信していこ
う！！



参考資料：「総合的な学習の時間 オリエ
ンテーション」

2

・疑問を大切にしていく

・いろいろな角度から
考える

・調べる

・インタビューをする

・やってみる

・本や資料を使って

・インターネットを使って

・資料館や施設、関係のあ
る人物のところに行って

・何ができるようになったか
何が分かったか
どんなことを感じたか

・その理由

・これから見通し、疑問



参考資料：総合的な学習の時間オリエンテーション ワークシート 

 
世界の果てまでシッテ Q！ 

課題見つけシート 
６年  組  名前（           ） 

世界の国々 

〈振り返り〉 

                                 

                                

                               

                               

           の国の       

   について調べる 

                                 

                                

                               



参考資料：第1時「『謎解き！スリラ
ンカード』を使って、スリランカにつ
いて知ろう」

1

どこの国の国旗でしょう？？



参考資料：第1時「『謎解き！スリラ
ンカード』を使って、スリランカにつ
いて知ろう」

2



参考資料：第1時「『謎解き！スリラ
ンカード』を使って、スリランカにつ
いて知ろう」

3



参考資料：第1時「『謎解き！スリラ
ンカード』を使って、スリランカにつ
いて知ろう」

4



参考資料：第1時「『謎解き！スリラ
ンカード』を使って、スリランカにつ
いて知ろう」

5



参考資料：第 1 時ワークシート「総合的な学習の時間『謎解き！スリランカード』」 

 

世界の果てまでシッテ Q！ 

謎解き！スリランカード 

◎写真を見て、気づいたことを書こう！（写真には何が載っているかな？写真と写真

を関係付けると何か分かることはないかな？） 

６年  組  名前（            ） 

                                     

                              

                              

                                

                               

                               

                               

                               

                              

                              

〈今日の学習を通して感じたこと・考えたこ

と〉 



参考資料：第 4・5時 総合的な学習の時間「スリランカを五感で感じる『体験ツアー』」ワークシート 

 

世界の果てまでシッテ Q！ 

スリランカを巡
め ぐ

ろう「体験ツアー」 
 

 

○『やってみよう！スリランカのスポーツ体験』 ○『味わってみよう！スリランカの食体験』 

〈メモ（初めて知ったこと、驚いたこと、考えたこと、感じたこと）〉 〈メモ（初めて知ったこと、驚いたこと、考えたこと、感じたこと）〉 

6 年  組 名前（          ） 



参考資料：第 4・5時 総合的な学習の時間「スリランカを五感で感じる『体験ツアー』」ワークシート 

 

 
 

○『解いてみよう！スリランカの生活クイズ体験』 

〈メモ（初めて知ったこと、驚いたこと、考えたこと、感じたこと）〉 

≪今日の流れ≫ 

１３：４０～１３：５５  全体説明 

１４：００～１４：２０   

A…スポーツ体験 B…食体験 C…生活体験 

１４：２５～１４：４５   

A…生活体験 B…スポーツ体験 C…食体験 

１４：５０～１５：１０   

A…食体験 B…生活体験 C…スポーツ体験 

１５：１５～ 体育館でグループ交流 ／ 振り返り 

 

 

※ トイレは移動時間内で済ませること！移動をスムー

ズに行えば、その分体験の時間を多く取れるよ！ 

※ 移動は静かに！他のクラスは授業をしています。 

※ グループで協力しよう！ 

※ 知って感じたこと、考えたこと、疑問や不思議に思っ

たことを大切にしよう！後で見返すことができるよ

うメモをしっかり取ろう。 



参考資料：第 6・7時「スリランカには、どのような問題や課題があるのだろうか？」課題発見シート 

 

写
真 

     

原
因
・
背
景 

     

 

（     ）班 

世界の果てまでシッテ Q～スリランカ編～ 

    



参考資料：第 9 時（本時）「日本にはどのような問題や課題があるだろうか？」比較シート  

 

名前 

（                 ） 

 
 

                                                              

                                                                

                                                             

〈二つの国を比べてみて〉 

（        ） （        ） 

世界の果てまでシッテ Q～スリランカ編



6 年生 総合的な学習の時間 各時間指導案 

≪第３時≫ 

本時の目標：これまで学習したことから、スリランカについてさらに知りたいことを出し合い、交 

流することができる。 

学習活動 予想される児童の反応 支援／評価方法 

１．これまで総合的な学習の時間で学

習したことを振り返る 

○ジャヤワルダナ氏について 

○これまで調べてきた国について 

⇒前時までのワークシートを使って 

 

 

２．本時のめあてを確認する 

 

 

 

３．スリランカについて知りたいこと

を付箋に書き出す。（個人思考） 

 

 

 

４．グループで付箋について交流し、

分類整理をする。 

 

５．グループで出てきた観点について

全体で交流する。 

 

６．振り返りをする。 

・ジャヤワルダナさんは戦後の日

本を救ってくれた 

・ぼくはアメリカの衣服について

調べてきたよ 

・私はこんな観点で調べたよ 

・スリランカについてもっと知り

たいな 

 

 

 

 

○考えにくい児童は、以前調べた

他の国の観点を参考にするよう声

かけをする。 

○付箋の書き方を疑問文で書くよ

う統一させる。 

○付箋を台紙に貼りながら分類整

理させ、グループで見出し（観点）

を考えさせる。 

○グループの台紙を板書に貼り、

他の班の観点と比べられるように

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スリランカの「○○についてもっと知りたい！」を話し合おう 



≪第４・５時≫ 

本時の目標：スリランカの文化を体験し、他国の文化の良さや日本との違いに気付くことができる。 

学習活動 指導上の留意事項 

１．前時の振り返りを行う。 

 

 

２．本時の学習課題を把握する。 

 

 

３．グループごとに体験ツアーを行

う。 

●スポーツ（グラウンド／体育館） 

●食べ物（家庭科室） 

●生活クイズ（体育館） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．体験して気付いたことを交流する。

（班交流⇒全体交流） 

 

５．振り返りを行う。 

 

６．次時の予告を聞く。 

〇 前時の学習で出てきた知りたいことの観点を確認す

る。⇒スポーツ、食べ物、言葉 

 

 

 

 

〇グループごとに体験ツアーを回らせるようにする。 

 A グループ…スポーツから 

 B グループ…食べ物から 

 C グループ…生活クイズから 

※時間で区切るようにする。（各ブース 20 分） 

〇各ブースの担当者がそのブースの説明を行う。 

≪スポーツ≫ 

◎クリケットについての説明を聞き、実際に行う。 

⇒本当のルールだと難しいので、簡略的な形で行うよ

うにする。 

 例）ひじを曲げて投げてはいけない⇒曲げてもよい 

≪食べ物≫ 

 ◎ミルクトフィーと紅茶を飲みながら、その他のスリ

ランカの伝統料理などについて話を聞く 

 ⇒・カレーや香辛料について 

  ・ココナッツについて 

  ・伝統料理やお菓子について 

≪生活クイズ≫ 

 ◎スリランカの歴史や文化、生活に関わるクイズをス

タンプラリー形式で行う。（グループで相談しクイズ

に答えたら、『スリランカ MAP』にシールを貼る） 

 

○交流しやすいように、体験する際に気付いたことや新

たに知ったこと、疑問に思ったことをメモできるワーク

シートを用意する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

「スリランカ体験ツアー」で、五感でスリランカを感じよう 



≪第６・７時≫ 

本時の目標：写真からスリランカの抱える問題や課題に気付き、グループで交流し合う中で、その原因つい

て考えることができる。 

学習活動 指導上の留意事項 

１．前時の振り返りを行う。 

 

 

２．本時の学習課題を把握する。 

 

 

３．提示された写真を５つに分類整理し、タ

イトルを付ける。 

 

 

 

 

 

 

４．それぞれの写真について教師からの解説

を聞き、５つ問題・課題の原因について考え

る。 

 

 

 

 

 

 

５．全体で交流する。 

 

 

７．振り返りを行い、次時の予告を聞く。 

 

〇前回の生活クイズの中からクイズを出したり、

活動中の写真を見せたりして振り返るようにさせ

る。 

 

 

 

〇写真を分類させるために、板書に 10 枚の写真

を貼り、全体を見通して考えることができるよう

にする。 

〇グループで活動し、写真を台紙に張り付けるよ

うにさせる。 

〇写真の細かな部分まで見て話し合い、分類整理

させるようにする。 

 

〇「ごみ・環境」「交通整備」「内戦」「生活習慣病」

「災害」の５つの問題について追加資料も交えて

解説する。 

〇問題・課題の原因についてグループで話し合い

ながら考えさせるようにする。 

○考えることが難しい問題や課題（「内戦」など）

については、図書資料なども使いながら考えさせ

るようにする。 

 

○児童同士の意見をつなぎながら、その問題や課

題の原因・背景について考えさせるようにする。 

 

○『SDGｓ』について紹介し、これを使ってスリ

ランカの問題や課題について整理することを伝え

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スリランカには、どのような問題や課題があるのろうか？ 



≪第８時≫ 

本時の目標：スリランカの抱える問題や課題を「SDGｓ」を使って整理し、発展途上国が多くの課題を抱

えていることに気付くことができる。 

学習活動 指導上の留意事項 

１．前時の振り返りを行う。 

 

 

２．本時の学習課題を把握する。 

 

 

３．「SDGｓパズル」を用いて、SDGｓの目

標について詳しく知る。  

 

 

 

 

 

 

 

４．スリランカの抱える問題課題を SDGｓ

で整理する。  

 

 

 

 

 

５．振り返りを行い、次時の予告を聞く。 

 

〇スリランカがどのような問題や課題を抱えてい

たかを確認させる。 

○「SDGｓ」について確認する。 

 

 

 

〇「SDGｓパズル」…世界の現状について書かれ

たカードを SDGｓの目標と照らし合わせて並び

変える。最後に裏返し、すべて正解していれば一

枚の写真になる。 

〇グループで相談しながら「SDGｓパズル」を行

わせるようにする。 

〇分からない言葉（「飢餓」「ジェンダー」など）は

辞書で調べながら活動してもよいことを伝える。 

 

〇「比較シート」に SDGｓのシールを貼らせなが

ら、スリランカの問題や課題を整理させるように

する。 

〇スリランカが『発展途上国』ということを押さ

え活動させることで、途上国の１つとして一般化

して考えられるようにする。 

 

〇「SDGｓパズル」で完成した写真を使って次回

の授業を行うことを伝える。 

〇振り返りで書かせた「道標」に、日本と比べたり

日本の問題や課題について言及しているものを紹

介する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『SDGｓ』について詳しく知り、スリランカの抱える問題や課題をまとめよう 



総合的な学習の時間指導案（略案） 

指導者：横矢 清人 

１．日時：平成 30 年 12 月 1３日（木） ９：３５～１０：２０ 

２．学級：第 6 学年 1 組（男子 12 人、女子 13 人） 

３．本時の学習（第９時） 

本時の目標：日本の抱える課題や問題を「SDGｓ」を用いて整理し、発展途上国だけでなく先進国にも様々

な問題や課題があることに気付くことができる。 

学習活動 指導上の留意事項 

１．前時の振り返りを行う。 

 

 

 

 

２．本時の学習課題を把握する。 

 

 

３．写真から読み取れる日本の課題について

グループで話し合う。 

〈子どもの考えそうな日本の課題〉 

・少子高齢化社会 

・自然災害、豪雨 

・エネルギー問題 

・地球温暖化、大気汚染 

・生活習慣病 

・貧困、格差社会 

 

４．全体で交流する。 

 

 

 

 

 

 

５．「比較シート」に SDGｓを使って日本の

問題や課題をまとめる。 

 

 

６．振り返りを行い、次時の予告を聞く。 

 

〇スリランカにはどのような課題や問題があった

かを想起させる。 

〇日本が「先進国」ということを押さえ、日本を先

進国の一つとして一般化して考えられるようにす

る。 

 

 

 

〇グループごとに違う写真を提示し、話し合わせる

ようにする。 

〇写真は児童の身近なところを題材に撮り、興味関

心を高められるようにする。 

〇課題だと思ったことを付箋に書き出させ、写真に

貼らせるようにする。 

 

 

 

 

〇発表はグループごとではなく、個別に発表させ、

意見をつなげられるようにする。 

〇児童から出てきた意見を観点ごとに整理して板

書する。 

〇問題・課題を出し合ったあと、それぞれの問題の

見出しを付けさせるようにする。 

 

〇スリランカのときと同じように、比較シートに日

本の問題や課題を SDGｓシールを使ってまとめさ

せる。 

 

〇次の時間には、これまで書きためた「比較シート」

を使って、日本とスリランカを比較することを伝え

る。 

 

 

日本にはどのような問題や課題があるのだろうか？ 



総合的な学習の時間指導案（略案） 

指導者：横矢 清人 

１．日時：平成 30 年 12 月２０日（木） ９：３５～１０：２０ 

２．学級：第 6 学年 1 組（男子 12 人、女子 13 人） 

３．単元名 「世界の果てまでシッテ Q～スリランカ編～」 

４．本時の学習（第１０時） 

本時の目標：「SDGｓ」を使ってスリランカと日本を比べ、先進国・発展途上国どちらにも問題や課題があ

ることに気付き、他の国にも問題や課題があるのか関心を持つ。  

学習活動 指導上の留意事項 

１．前時の振り返りを行う。（3 分） 

 

 

 

２．本時の学習課題を把握する。（2 分） 

 

 

３．個人で考えたスリランカと日本の SDG

ｓの達成状況を班で検討する。（１０分） 

 

 

 

 

４．SDGｓでスリランカと日本を比べて気

付いたことを書く。（5 分） 

 

 

 

５．全体交流を行う。（15 分） 

  

 

 

 

 

６．振り返りを行い、次時の予告を聞く。（5

分）（5 分） 

 

〇スリランカと日本が抱える問題や課題について

確認する。 

○「比較シート」に貼った SDGｓシールを振り返

えらせるようにする。 

 

 

 

〇その国のどのようなところからその SDGｓが

達成できていないと考えたのかを交流させるよ

うにする。 

〇班で検討する中で、スリランカ・日本それぞれ

の未達成の SDGｓを 1 つにまとめる。 

 

〇「比較シート」に二つの国を比べて気付いたこ

とを書かせるようにする。 

〇『発展途上国』『先進国』ということを押さえ活

動させるようにする。 

 

〇気付いたことを黒板の中央に書き、板書を工夫

する。 

〇それぞれの国で SDGｓのどのようなところが

達成できていないのかを押さえ、その国の問題や

課題の特徴について考えさせる。 

 

〇振り返りで書かせた「道標」に、どの国にも問題

や課題が存在すること、日本やスリランカ以外の

国ではどうなのかを考えているものなどについて

言及しているものを紹介する。 

〇年明けからは、前期に自分が調べた国について

問題や課題がないかという視点で調べなおすこと

を伝える。 

 

 

『先進国』と『発展途上国』の問題や課題を比べて、気付いたことを交流しよう 



≪第１１時≫ 

本時の目標：  

学習活動 指導上の留意事項 

１．前時の振り返りを行う。 

 

 

 

２．本時の学習課題を把握する。 

 

 

３．調べたことをもとに、自分の調べた国の

抱える問題や課題を予想する。 

 

 

 

４．予想を交流する。  

 

 

５．どのような方法でどのようなことを調べ

るかを話し合い、実際に調べる。 

  

 

 

 

 

６．振り返りを行い、次時の予告を聞く。 

 

〇先進国（日本）や発展途上国（スリランカ）には

それぞれ問題や課題があったことを確認する。 

〇自分が依然調べたことについて振り返る。 

 

 

 

 

〇SDGｓを使い、達成できていないと考えた目標

のシールをワークシートに貼らせる。 

〇調べたことをもとに、理由や根拠が考えられた

ものはシールから吹き出しを付けてメモさせるよ

うにする。 

 

〇 

 

 

 

 

 

自分の調べた国にはどのような問題や課題があるのだろうか 









 









 

 

 

 


